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そのカタカナ語本当に必要？ 
－分かりやすい日本語表記の勧め－

川 合 千 尋

　岸田文雄首相は2023年12月12日にマイナンバー情
報総点検本部で、現行の健康保険証の発行を2024
年秋に予定通り終了し、マイナ保険証を基本とする
仕組みに移行すると表明した。2016年１月１日に開
始された「個人番号カード」は2016年２月12日に総
務省により、その呼称を「マイナンバーカード」で
統一するよう呼びかけられた。「マイナンバー」とい
う言葉自体は2011年に一般公募の中から選ばれたも
のであり、役所特有の「堅さ」を排除しようという
配慮が働いたのではないかと言われている。個人番
号の根拠法は2015年10月５日に施行された「行政手
続における特定の個人を識別するための番号の利用
等に関する法律」（通称マイナンバー法）であり、そ
の中では「個人番号カード」が正式名称である。確
かにマイナンバーは親しみやすい言葉であり、ほと
んどの日本人が理解できるカタカナ語である。しか
し近年意味不明のカタカナ語が氾濫している。これ
は今までの日本語にはなかったことと言われている。
　日本語では漢字という表意文字を用いており初
めて出会った言葉でも何となくその意味が分か
る。そのため、漢字であれば素人であってもさま
ざまな専門用語を覚えやすく日本社会では「分か
る人」と「分からない人」といった知的格差が生
じにくいと言われている。カタカナ語の氾濫は、
日本語のこの有利さを捨ててしまうことにつなが
る。カタカナ語ではなく日常で使用している言葉を
組み合わせて新しい概念を表現した方が、それま
での意味の網の目の中に根付きやすく、必要な行
動や問題解決に結びつきやすいと考えられている。
　国立国語研究所では、「一般の人々にとって分
かりにくい外来語が、公共性の高い媒体で無造作
に使われ、人々の伝え合いに障害を引き起こして
いる」問題を解消するために2006年３月に『「外
来語」言い換え提案－分かりにくい外来語を分か
りやすくするための言葉遣いの工夫－総集編』で、
176語の外来語について、50音順に分かりやすい

表現のための工夫の方法を発表している。例えば
アカウンタビリティー（説明責任）、インセンティ
ブ（意欲刺激）、インフォームドコンセント（納
得診療、説明と同意）、グランドデザイン（全体
構想）、コンソーシアム（共同事業体）、セカンド
オピニオン（第二診断）、デイサービス（日帰り
介護）、トラウマ（心の傷、心的外傷）、ネグレク
ト（育児放棄、無視）、ボトルネック（支障）、メ
ディカルチェック（医学的検査）、モチベーショ
ン（動機付け）、ライフサイクル（生涯過程）、リ
テラシー（読み書き能力、活用能力）、ワーキン
ググループ（作業部会）など、公共性の高い媒体
である省庁の白書、自治体の広報紙、新聞で実際
に使われている外来語の中から、一般の人々に
とって分かりにくいものを取り上げ、分かりやす
く言い換えたり説明を付けたりすることを具体的
に提案している。国立国語研究所のホームページ
に掲載されているので是非参考にして頂きたい。そ
の後の追加発表はされていないことが残念である。
　医療においても、カタカナ専門用語や難しい医
学用語は、患者にとって理解しづらく、医療従事
者間では専門用語の理解のずれからくる意思疎通
の障害をきたす恐れもあり、多用による弊害が指
摘されている。医学論文や雑誌にも、カタカナ語
が溢れている。今日本では、新しい医学概念はと
りあえずカタカナで表現しておこうという風潮が
蔓延していると言われている。患者主体の医療に
は、誰でも理解できる日本語を創造することが必
要である。各学会ではカタカナ語ではなく、新概
念の漢字表記を創り出す努力をしていただきたい。
　すでに社会に定着したカタカナ語を除き、カタ
カナ語より適切に翻訳された漢字を使った方が、
知的格差を招きにくく、適切な思考や行動を喚起
しやすくなる。台湾でコンビニは「便利商店」で
ある。これ以上意味不明なカタカナ語が氾濫しな
いことを願ってやまない。
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